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下記のとおり標記定例役員会の報告をいたします。 

 

1. つばさこども会報告 
 ９月の廃品売上は 13,270 円になりました。いつもながらご協力有難うございます。 

１０月１７日（土）みずき会・歩こう会と一緒にハイキングをします。手繰川、小竹川、宮の杜

公園など６㌔弱の行程です。１年生から６年生に声をかけています。子供会がみずき会・歩こう

会とコラボでハイキングをするのは初めてです。 

 

2. 路上駐車違反パトロール 
 ９月は一台だけでした。 

今年度の中間報告ですが、全部で３０台の駐車違反がありました。ブロック別にみると４ブロッ

クで７台、７ブロックで５台と、少し目立ちます。８月に駐車違反が多かったのは夏休みの影響

と思われます。 

 

3. ユーカリが丘地区自治会協議会出席報告 
 ユーカリが丘一丁目からは次の３点の要望を提出していた以下３点 

① 南部調整池の美観促進 

② メイン道路の植栽の手入れ 

③ 宮の橋の道路側のガードレール設置 

について、市長懇談会のときに正式な要望として出すことになりました。 

 

4. 西ケ作公園のスズメバチについて 
 東側の木に２０匹ほどいた。業者に調査と駆除を依頼したが、巣は見つかりませんでした。全

て駆除をいてくれましが翌日も出て来ました。巣は公園外にあるようですが、巣のありかが分か

ったら改めて業者に駆除を依頼します。スズメバチの駆除を市役所に要請する時期が、連休であ

ったため、独自に業者に駆除依頼を出したが、駆除費用は市が負担してくれることになっていま

す。スズメバチは人が攻撃すると反撃してきます。刺されると死に至ることもあり、とても危険

なので子供達によく言って下さい。 

 

5. 会計報告 
 前期自治会費の最終集計結果の報告がありました。 

７月報告分の 1,314,750 円に、その後の入退会による増減を加えた結果、９月末で 1.317.500

円になっています。 
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一般会計での主要支出について、今年度作成したユーカリが丘一丁目自治会会員名簿の費用が、 

86,253 円かかりました。なお、平成１７年、同１８年に外注で名簿を作成した費用は、いずれ

も 136,500 円でした。１９年、２０年は経緯削減のため名簿を作成しておりませんが、今年度作

成の名簿は綴じ込み方式なので、次年度以降は差替えを要するページのみの印刷になります。 

 

6. 後期自治会費と赤い羽根共同募金集金のお願い 
 １０月からお仕事をお願いする「後期班長」さんに集まっていただき、後期自治会費と赤い羽

根共同募金の集金をお願いいたしました。班長さんにはこれ以外にも、いろいろとお仕事をお願

いすることになりますが、宜しくお願いいたします。 

また、会員の皆さまには、班長さんのお仕事にご協力をしていただきますようお願いいたします。 

 

7. ユーカリが丘一丁目自治会とみずき会他関連組織について 
 ユーカリが丘一丁目では、防災活動を自治会組織内の「自主防災会」が主管し、一方防犯活動

は、みずき会の一部会である「まちを守る会」が主管しています。 

防災・防犯ともに、まちを守るための重要な活動であり、より多くの会員が関与出来るよう、組

織の改変が必要かと考えております。 

次年度に向けて、自治会とみずき会とが協議を重ねて結論を出したいと考えております。 

 

8. 防災訓練実施について 
 １１月２２日（日）、小竹小学校の施設をお借りしての防災訓練について、役員・ブロック長で

皆様に実のある体験をしていただくよう、詳細にわたる打合せを行いました。 

参加申込を呼び掛けておりますが、まだ参加の申し込みをされていない方も、飛び込みでも結構

ですから、是非ご参加下さい。 

 

9. 黄色いリボンについて 
 全戸に「黄色いリボン」を配布します。リボンと説明書は既に回覧でお知らせしてありますが、

再度、説明をいたします。 

 

 大災害が発生したとき、ご家族に被害が出なかった場合に、門扉等外から見易い

箇所にこのリボンを結んで下さい。 
 「黄色いリボン」を結んであるお宅は「怪我人等がいない」という印です。 
 ご家族の全員が避難所に行かれた場合でも、まだ屋内の残っている場合でも怪我

人等がいない時は、黄色いリボンを結んで下さい。 
 黄色いリボンが結んでいないお宅は「家の中に怪我人等がいる」という印ですか

ら、自治会や消防・警察の方が見回って、声をかけ、しかるべき対応をします。 
 この制度は、警察と消防に近々連絡を入れます。 
 

 

 

 


